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概要 
このコースでは、EMC のサーバ、ファイル、ストレージ仮想化製品の機能について説明します。最初

に、VMware によるサーバ仮想化の概要を述べます。次に、受講者はこのコースの Invista コンポー

ネントを通じて、Invista のアーキテクチャ、ハードウェア/ソフトウェア・コンポーネント、位置づけ、想定

されるソリューション・シナリオの概要について学習します。最後に、この基礎レベルのコースの

Rainfinity コンポーネントを通じて、EMC Rainfinity によるグローバル・ファイル仮想化の基本概念を

学習します。このコースでは、Rainfinity のオペレーション原理、アーキテクチャ、ハードウェア、機能

の概要を説明します。この説明には、Rainfinity の概念、Rainfinity のデータ移行およびアーカイブ・

ソリューション、Rainfinity プラットフォームの概要が含まれます。 

受講対象者 
このコースは、EMC の仮想化製品およびソリューションに関心のある方を対象にしています。 

受講前提条件 

このコースの内容を理解し、コースを修了するには、適切な知識/スキルを習得している必要がありま

す。必要な知識は、次のとおりです。 

• SAN テクノロジーと EMC ストレージ・アレイ 

受講前提条件となるコースの一覧については、EMC エデュケーション・サービスのラーニング・マネジメ

ント・システムを参照してください。 

学習目標 
学習事項： 

• 仮想インフラストラクチャの定義 
• Rainfinity の特長と機能 
• Rainfinity のメリット 
• ストレージ仮想化の概念とメリット 
• Invista ソリューションのメリット、機能、特長 
• Invista のハードウェア・コンポーネントおよびソフトウェア・コンポーネントと、 

それらの連携によりストレージ仮想化が実現される仕組み 

レッスン 
各レッスンは、コースの目的に対応するように設計されています。このコースには、次のレッスンが用

意されています。  
• サーバの仮想化 
• Rainfinity の概要 
• Invista 

実力テスト 
実力テストでは、学習した知識やスキルを確認します。このコースには、受講後の実力テストがあり

ます。 


